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２ 研究内容２について

重点を置かなかった学年については，児童が主体的に活動していくことを保障していかなけれ

ばならない。

そこで，教材の工夫をすることによって，児童の見方や考え方を教材とのよりよい対話によっ

て，より科学的なものに変えていこうと考えた。間接指導時における児童の主体的な問題解決を

支援する教材の工夫をしていくのである。

( ) 間接指導につなげる直接指導の充実1

児童が自然の事物(もの)や事象(こと)に，五感を通

して関わり，みんなが納得する事実を得るためには，

見通しをもって問題解決していくことが必要である。

そこで，自分の問題意識から，予想や実験方法を出し

合う活動を取り入れた。そうすることにより，教師も

また，児童一人ひとりの学習状況をしっかりと把握し

ながら的確に指導できるのではないかと考えた。

〔４年生の予想や実験方法の発表〕

また，重点を置かなかっ３年生は効率よく学習できるよう，第３学年｢明かりをつけよう｣で

は，学習の進め方が分かるようにタイムスケジュールを提示した。

〔タイムスケジュールの提示〕

間接指導時における主体的な学習を保障する教材の工夫

わたしは，体からも水は出ているのではないかと

考えました。理由は，運動したあとに汗が出るから

です。そこで，わたしは手にポリ袋をかぶせて，本

当に体からも水が出ているのか確かめています。

児童がより効率よく

学習できるように，

タイムスケジュール

は具体的に提示する

ようにしました。
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( ) 間接指導時の手立て2

本時では，学級の実態，学習内容の難易度から，第４学年の｢水のすがたとゆくえ｣に重点を

置いて授業を展開するため，第３学年｢明かりをつけよう｣では，間接指導時でも主体的に学習

できるよう教材・教具の工夫を行った。

具体的には，本学級の児童は活動欲求に支えられた興味・関心が高いため，通電する物質に

触れると点灯するコマ(車)を使って笠利町を一周するすごろくゲームを取り入れた。ゲームを

する中で，児童が電気を通すものと通さないものに区別していけるようにしたのである。マス

には，消しゴムや空き缶，アルミホイルなどを置き，｢明かりがついたら１マス進む｣といった

児童が考えたルールで学習を進めることができるようにした。

おもちゃは，前時までに学習

乾電池と豆電球，導線を一した

つの輪のようにつなぐと明かり

ということを生かして，がつく

自分たちで作りました。

〔コマ(車)の工夫〕

マスを置き換えることができる

ように，はさみやくぎ，アルミホ

イルなどの実験材料を台紙の上に

はりました。また，事実を黒板に

まとめる際に，実物をはることが

できるように，台紙の裏には磁石

をつけておきました。

〔マスの工夫〕

〔児童が考えたルール〕

教材の工夫の視点

① 児童の興味・関心を喚起するもの ③ 学習が一般化できるもの

② 児童が容易に操作できるもの ④ 創造性や発展性があるもの



- 10 -

( ) 学習状況を見取るための工夫3

児童が，学習内容をしっかりと身に付けていくためには，なぜそのように考えたのか，どの

ようなことからそのことを見出したのかを的確に見取ることが必要である。複式学級において

は，一方の学年に関わっている間に，もう一方の学年は間接指導となることから，児童の思考

の流れを見取るためにの工夫が一層必要となるのである。本時でも，両学年の児童の学習状況

を見取る時間を設定し，児童一人ひとりの学習状況を的確に把握するようにした。

〔両学年の児童の学習状況を見取る時間の設定〕

また，間接指導後の直接指導では，すぐに全体指導を 〔発問の工夫〕

するのではなく，個別にノートを確認したり，なぜその

ように考えたのか発問したりして児童一人ひとりの思考

を見取るようにした。

〔板書の工夫〕

すごろくゲーム

を通して得た事実

をそのまま黒板に

はることで，児童

の思考を見取るこ

とができるように

工夫した。

両学年の児童に直接関わる

ことができるので，個別指

導を通して児童の思考を見

取ることができます。

教師｢どうして はさみのところでは１回休みなの？｣，
児童｢だって，はさみの刃のところは明かりがついた

けど，手に持つところはつかなかったから。｣
教師｢なるほど！はさみには明かりがつくところとつ

かないところがあることが分かったんだね。｣

色やさびを落とすと
を 電 気 を 通 す ん だ ！

紙やすりでさびを
落 と す と ･ ･ ･つ い た ！

さびたくぎは電気を
通さなかったぞ。


